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Purpose：To resolve the problems of visual acuity

assessment in grading the vision of the physically

handicapped as proposed by the Subcommittee for

Promoting the Realization of a Cohesive Society with

the Visually Disabled, Science Council of Japan, a

method suitable for assessing visual disturbances,

and the relationship between the degree of visual

disturbances and the degree of difficulty in activities

of daily life are clarified.

Subjects and methods：151 persons with age-

related macular degeneration were studied. Examina-

tion methods for measuring visual acuity and reading

performance were studied, and interviews using the

daily living task dependent on vision(DLTV) ques-

tionnaire were performed. The correlations between

total DLTV score and each examination method were

analyzed. The median total DLTV score for each

grade of visual acuity of the better eye was calcu-

lated.

Results：Spearmanʼs correlation coefficient be-

tween distance corrected visual acuity of the better

eye and total DLTV score was 0.76. Median DLTV

scores for visual acuities(better eye) of 0.2, 0.3, 0.4,

0.5 were 65, 73.5, 62, 79 respectively.

Conclusion：Visual acuity can be assessed by

measuring distant corrected visual acuity of the

better eye and setting the upper limit of visual dis-

turbance at either 0.3 or 0.4.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

114：796―800, 2010)

Keywords：Grading vision of the physically handi-

capped, Age-related macular degenera-

tion, The daily living task dependent on

vision(DLTV), Corrected visual acuity

of the better eye

目 的：日本学術会議視覚障害者との共生小委員会が

提言した身体障害者視覚等級の視力判定における問題点

を解決するために，視力障害の判定に適する測定法，視

力障害の程度と日常生活の困難度との関係を明らかにす

る．

対 象：加齢黄斑変性 151名に各種の視力検査，読書

試験と DLTV(the daily living task dependent on vi-

sion)を用いた調査を行った．DLTVの総スコアと検査

法との相関，良い方の眼の遠見矯正視力別の総スコアの

中央値を調べた．

結 果：良い方の眼の遠見矯正視力と総スコアの Sp-

earman相関係数は 0.76であった．良い方の眼の遠見

矯正視力 0.2，0.3，0.4，0.5の総スコアの中央値はそ

れぞれ 65，73.5，62，79であった．

結 論：視力判定は良い方の眼の遠見矯正視力で行

い，視力障害の上限は 0.3か 0.4に設定するのが妥当と

考えた．(日眼会誌 114：796―800，2010)

キーワード：身体障害者視力判定，加齢黄斑変性，the

daily living task dependent on vision(D-

LTV)，良い方の眼の遠見矯正視力
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Abstract

Pilot Study to Resolve Problems of Visual Acuity Assessment

in Grading Vision of the Physically Handicapped
―Visual Acuity and Difficulties in Daily Life of Age-related Macular Degeneration―



Ⅰ 緒 言

身体障害者の視覚障害の等級は日常生活の困難さに

よって規定されるものであり，日常生活に即した視機能

によって判定されなければならない．現行の視覚障害認

定基準は，平成 7 年に交付，平成 16 年に一部が改正さ

れたもので(表 1)，現在では即応できない種々の問題が

ある1)〜3)
．平成 20 年，日本学術会議視覚障害者との共

生小委員会は現行の視覚障害の判定についての問題点を

提言した．そのうちの視力判定についての主な問題点

は，①等比級数でない小数視力の両眼の和を用いてい

る，② 6級は，日常生活の困難さを適切に判定していな

い，③判定には矯正視力を用いるが，矯正に耐えられ

ないものは裸眼視力で判定している，が挙げられる3)
．

加齢黄斑変性(age-related macular degeneration：AM-

D)は中高年の視力低下を生じる代表疾患であり，身体

障害者手帳交付の 4位を占める4)
．The daily living task

dependent on vision(DLTV)は AMDの日常生活の困難

さを測る尺度として作られた質問票であり，既に妥当性

と信頼性が確かめられており5)
，DLTV の項目と良い方

の眼の遠見視力の間には明らかな関係があると報告され

ている6)
．日本学術会議視覚障害者との共生小委員会が

提言した視力障害の問題点を解決するために，今回パイ

ロットスタディとして AMD症例の DLTV を調べ，視

力障害を判定するために適した検査法，視力と DLTV

総スコアの関係について検討した．

Ⅱ 対象および方法

対象は日本大学駿河台病院眼科を受診中の少なくとも

片眼に視力低下があるAMD 151例である．年齢は 53〜

89歳(平均 77.4歳)，男性 111例，女性 40名で，滲出型

AMDは 149例，萎縮型 2例で，滲出型では病変の活動

性は問わない．良い方の眼の遠見矯正視力は，0.5以上

が 31 名，0.2〜0.4 が 40 名，0.05〜0.1 が 40 名，0.04

以下が 40名であった．それらに各々の眼の遠見，近見

矯正視力に加え，MNREAD-J を用いて読書試験を行

い，最大読書速度，臨界文字サイズを求めた．また，す

べての患者に対し視力など患者の情報をマスクした状態

で医療関係者ではない同一検者が DLTV の聞き取り調

査を行った．DLTV は遠見視力，近見視力，コントラ

スト感度，明順応，暗順応，視野に関係する行動の困難

さについての 22 問の質問からなっている(表 2)．各々

の質問の答えは ｢まったく困難なし｣に 4点，｢少し困難

あり｣に 3 点，｢かなり困難あり｣に 2 点，｢できない｣

に 1点が配点され，各質問は最も低い点数を 0点，最も

高い点数が 100 点になるように得点化され，0〜100 の

スケール上で得点化される5)
．検討方法は良い方の目の

遠見矯正視力，両眼の遠見矯正視力の和，良い方の眼の

近見矯正視力，両眼の近見矯正視力の和，読書試験の最

大読書速度と臨界文字サイズの中央値のいずれが

DLTV総スコアと関連するかを，Spearman相関係数を

求めて比較した．また，151 眼の良い方の眼の遠見矯正

視力別にDLTV総スコアの中央値を求めた．

Ⅲ 結 果

151名の良い方の眼の遠見矯正視力，両眼の遠見矯正

視力の和，良い方の眼の近見矯正視力，両眼の近見矯正

視力の和のそれぞれと DLTV総スコアの Spearman相

関係数は 0.76，0.77，0.76，0.77 で差がなく，いずれ

も高い相関を示した．視力が悪く，読書試験を行えな

かった 62 眼を除く 89 眼の臨界文字サイズと最大読書速

度の Spearman 相関係数はそれぞれ−0.66，0.68 で

あった(表 3)．151 名の良い方の眼の遠見矯正視力と

DLTV総スコアの中央値との関係を表 4 に示す．視力

0.07，0.08，0.9 では施行した眼数が少ないが，大まか

には視力が良いほど DLTV総スコアの中央値が良く，

スコアの中央値は 0.01未満では 9，0.01〜0.03 では 20

台，0.04 では 30 台，0.05〜0.08 では 40 台，0.09，0.1

は 50 台であった．身体障害者の上限を決める視力の目

安になると考えられる 0.2，0.3，0.4，0.5 ではそれぞ

れ 65，73.5，62，79 であった．一方，0.6〜1.5 は 2 眼

しか行えなかった 0.9 を除くといずれも 80〜90 台で

あった．

平成 22年 9月 10日 身体障害者の視力判定・湯澤他 797

／両眼による視野の 1／2以上が欠ける

両眼の視野がそれぞれ 10°以内

両眼の視野がそれぞれ 10°以内で視能率に
よる損失率が 90％以上

両眼の視野がそれぞれ 10°以内で視能率に
よる損失率が 95％以上

視野の程度

表 1 現行の視覚障害等級

両眼の視力の和が 0.09〜0.12

両眼の視力の和が 0.05〜0.08

両眼の視力の和が 0.02〜0.04

両眼の視力の和が 0.01以下

視力の程度
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級別

1眼の視力が 0.02以下，他眼の視力が 0.6
以下で両眼の視力の和が 0.2 を超える

両眼の視力の和が 0.13〜0.2



Ⅳ 考 按

現行の身体障害者認定基準の視力等級についての問題

点を解決するためにはまず，視力障害の程度と日常生活

の困難さの関係を明らかにする必要がある．日常生活の

困難さは視力障害による行動(activities of daily living：

ADL)の困難とそれに基づく生活の質(quality of life：

QOL)の低下の 2つの側面をもっている．QOLは年齢，

生活環境，社会環境などにも関連があり，視力以外の要

因を含んでいるので7)
，視力障害による生活の制限を客

観的に判定するためにはADL を評価するのがよいと考

えられる．今回の検討で用いたDLTVは AMDのADL

を調べるために作られた問診票であり5)
，高い信頼性と

妥当性が確認され8)
，AMD の視機能評価のための有用

な手段であり6)9)
，日常生活，臨床治療研究，リハビリ

テーション介入などの評価に使用できると報告されてい

る10)
．そこで，AMD症例のDLTVを測ることは有用で

あると考えた．

良い方の眼の遠見矯正視力，両眼の遠見矯正視力の

和，良い方の眼の近見矯正視力，両眼の近見矯正視力の

和の各々と DLTV総スコアの相関係数はいずれも 0.76

〜0.77 で高い相関を示し，値は類似していた．このこ

とはこれらのいずれの指標も視力に基づく日常生活の困

難さを示す指標として適していることを示唆していると

考えた．これらのうち良い方の眼の矯正視力を視力判定

に用いれば，両眼の等比級数でない両眼遠見矯正視力の
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22．ハンドバックや財布の中の紙幣や硬貨を区別する

4�．道路標識を読む

4�．ドライブに出かけたときに景色を楽しむ

4�．階段を見て，それを使う

4�．テレビ番組を見る

4�．左右どちらか横にある物に気づく

まったく
困難なし

�．部屋の向こう側にいる人の外観を見分ける

以下の作業にどの程度困難がありますか．

表 2 視力に依存する日常生活作業(DLTV)アンケート

2

かなり
困難あり

できるだけ
の十分な
視力なし

1

1

1

1

1

1

1

4

DLTV：the daily living task dependent on vision

4

4

21．書類に署名する(各種申請書)

3

3

3

3

3

3

3

少し困難
あり

3

2

2

2

2

2

2

3418．新聞の普通の大きさの活字を読む

13419．新聞の見出しを読む

12

20．通信文を読む―例，請求書，手紙，葉書など 4 3 2 1

2

2416．自分の家のすぐ近所

できるだけ
の十分な
視力なし

かなり
困難あり

少し困難
あり

まったく
困難なし

老眼鏡をかけているときに，以下の作業にどの程度困難がありますか．

2 1

17．近所から少し離れた地域 4 3 2 1

3

123414．明るい場所から暗い場所に来たときに，暗さに目が慣れる

13415．暗い場所から明るい場所に来たときに，明るさに目が慣れる

1

以下の場所を歩き回る能力にどの程度自信があると感じますか． かなり ある程度 ほとんど
なし

まったく
なし

2

10．自分のために飲み物を注ぐ

13411．箸を使って食べ物をつまむ

123413．家庭用電気製品を使う

12．自分の指の爪を切る 4 3 2 1

2

4

1234�．腕を伸ばした距離で人の外観を見分ける

4 3 2 1

	．庭の季節の変化が分かる 4 3 2 1


．通りの向こう側にいる人の外観を見分ける 13 2

最大読書速度

両眼の和

良い方の眼

134＊近見矯正視力

両眼の和

良い方の眼

眼数

遠見矯正視力

臨床パラメータ

表 3 DLTV 総スコアと臨床パラメー

ターの関係

reading index

−0.66臨界文字サイズ

＊：両眼が同じ視力の人は除く．
＊＊：読書試

験が行えない人は除く．両眼が同じ視力の人

はスコアを平均．

89＊＊

135＊

Spearman
相関係数

0.76

0.77

0.76

0.77

0.68

89＊＊

読書試験(良い方の眼)

96＊＊ −0.70



和を用いている現行の問題点を解決できる3)
．また，今

回の対象の AMDや近視性黄斑症，黄斑ジストロフィ

の進行期などの黄斑疾患による視力障害の多くは偏心視

であるので8)9)
，それらの人の日常生活に用いている視

力を正しく評価できる．さらに日常診療で行う検査であ

るため現実に即している．そこで今回検討した 4つの視

力測定法の中では良い方の眼の遠見矯正視力が身体障害

者の視力等級の判定に最も適していると考えた．一方，

近見視力による行動，すなわち主に読み書きは視力障害

による日常生活困難の中心を占めているが，今回の検討

では良い方の眼の読書試験の臨界文字サイズ，最大読書

速度の相関係数はそれぞれ−0.66，0.68 であり，視力

が不良な 62 眼では行えなかった．読書試験は視力不良

者では行えないことがあり，中心視野に影響され11)12)
，

ロービジョンケアによって改善する13)14)のでケアを受け

ている人といない人では同じ視力でも結果に差が出る可

能性があるため，生活困難を測る指標としては適切でな

いと考えた．

McClure らは，読書速度と両眼開放下での良い方の

眼の遠見矯正視力の組合わせが DLTV の項目と最も関

連が深いこと，読書速度を測る設備や時間がない場合に

は両眼開放時の良い方の眼の矯正視力は日常生活行動の

指標として有用であると述べている5)
．米国では盲ろう

児の視力障害は良い方の眼の視力で報告されている15)
．

一方，米国医学会の障害判定のガイドラインでは，片眼

ずつの視力とともに両眼開放視力での良い方の眼の矯正

視力が測定される16)
．両眼開放視力では両眼とも正常な

場合，若年層では 67.6％17)
，老人では 48％が片眼視力

よりも視力が良くなる18)と報告されている．今後，両眼

低視力者の場合にも同様の効果が得られるかを検討し，

良い方の眼の矯正視力，両眼開放時での良い方の眼の矯

正視力のいずれが判定法として適しているか，あるいは

両方必要なのかを明らかにする必要がある．

今回の検討では，良い方の眼の遠見矯正視力が 0.6 で

は DLTV総スコアの中央値は 89.5 で，それ以上の視力

の場合の総スコアの中央値と比べて大差がなかった．新

聞の本文を読むのに必要な視力はかな 0.4，漢字 0.5，

文庫本を読むのに必要な視力はかな 0.3，漢字 0.4 であ

り19)
，0.6 の視力では読み書きはほとんど問題なく行え

ることが，スコアが良い原因と考えられた．一方，視力

0.2，0.3，0.4 では DLTV の総スコアの中央値はそれ

ぞれ 65，73.5，62 と悪かった．これは良い方の眼の遠

見矯正視力が 0.4以下では読み書きが困難になるためと

考えられた．正常者での DLTVスコアの報告はなく，

比較して考えることはできない．しかし，アンケートの

｢少し困難あり｣を合計するとスコアが 75，｢かなり困難

あり｣を合計すると 50 であることを考え合わせると視

力障害としての認定の上限は現在の 0.6 ではなく，中央

値が 60〜70前半の視力，すなわち 0.3 か 0.4 に設定す

るのが妥当ではないかと考えた．しかし，0.2，0.3，

0.4 の中央値にはばらつきがあり，DLTVの観点からい

ずれが妥当であるか否かは今後多数例を対象にして検討

する必要がある．

視力障害を生じる疾患には後天性のものと先天性のも

のがあり，生活の困難さは発症時期により異なると考え

られる．また年齢や性別によって日常生活に必要とされ

る視力は異なり，就学児童では読み書きの占める比重が

より高くなる．DLTV は AMD を対象にして作られて

いるが，設問は中高年の低視力者の日常生活の困難度を

測るには有用であると考えられる．身体障害者等級の視

力を正しく評価するためには，今後は強度近視，黄斑ジ

ストロフィ，糖尿病黄斑症など AMD以外の視力障害

を生ずる他疾患を含めた中高年の多数例について

DLTV あるいはもっと適切な他の質問票を用いたADL

の調査を行う必要がある．就学児童に対しても適切な調

査票を用いて大規模な調査を行い，視力と日常生活の困

難さとの関係を明らかにする必要がある．それらをもと

に視力障害等級を 6段階に分けることの妥当性や各等級

の視力の範囲について再検討する必要がある．

以上をまとめると，加齢黄斑変性に対する DLTV を

用いたパイロットスタディの結果からは，身体障害者等

級を決めるための視力は良い方の眼の遠見矯正視力で判

定し，等級の上限視力は，現行の 0.6 でなく，0.3 か

0.4 に設定するのが妥当であると考えられた．

日本学術会議視覚障害者との共生小委員会にオブザーバー

平成 22年 9月 10日 身体障害者の視力判定・湯澤他 799

1.5

450.05

380.04

290.03

290.02

29.50.01

スコア(中央値)視力

0.01未満

表 4 良い方の眼の遠見矯正視力と DLTVス

コアの関係(n＝151)
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9
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1
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8
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―
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―
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1――891.0

100 5

0.9 66.5 48 85 2
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0.7 84 71 98 4
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1327650.2

99836620.4

5

0.3 73.5 15 85 18
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0.07

35611470.08

7932520.09

0.1 59 30 98 19

9

67027490.06
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として出席くださり，貴重なご意見をくださっている郷家和

子氏(帝京大学医療技術学部視能矯正学科)，臼井千惠氏(日

本視能訓練士協会)，平塚義宗氏(日本眼科医会)と，加齢黄

斑変性の DLTV調査を行ってくださった藤田京子氏(日本

大・駿河台)に深謝いたします．

疾病負担分析の研究計画，DLTV のバリデーション，

データの解析にご協力くださいました，Mapi Values のブ

ルース・クロフォード氏，ジェフ・マクドナルド氏，田中恵

理香氏に御礼申し上げます．

この研究は厚生労働省難治性疾患網膜脈絡膜・視神経萎縮

症に関する調査研究班(主任研究者 小椋祐一郎)の補助を受

けた．
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